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御
　
挨
　
拶

旭
川
市
森
林
組
合

　

緑
溢
れ
る
季
節
を
迎
え
、
組
合

員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
森
林
組

合
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

去
る
２
月
開
催
の
第
55
回
総
代

会
で
は
、
新
総
代
の
多
数
の
ご
出

席
を
賜
り
10
件
の
提
出
議
案
が
原

案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
役
員
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
が
総
代
会
で
承
認

さ
れ
、
そ
の
後
の
理
事
会
で
引
き

続
き
代
表
理
事
組
合
長
の
重
責
を

担
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
い
く

所
存
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

昨
年
は
前
木
津
組
合
長
の
体
調

不
良
に
よ
る
辞
任
で
10
月
か
ら
急

遽
代
表
理
事
を
務
め
る
事
に
な
り
、

皆
様
に
助
け
ら
れ
、
残
任
期
間
を

務
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
改
め

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
令
和
８
年
度
の
当
組
合
の

森
林
整
備
予
算
は
、
組
合
実
績
比

で
１
０
８
％
の
配
分
決
定
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
、
中
東
情
勢
の
影

響
に
よ
り
、
合
板
接
着
剤
や
オ
イ

ル
な
ど
石
油
関
連
製
品
の
調
達
難

と
価
格
高
騰
で
出
荷
制
限
の
動
き

が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
先
行
き
不
透
明
の
中
、

先
人
よ
り
受
け
継
い
だ
森
林
を
次

世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
地
域
林

業
を
組
合
員
の
皆
様
に
代
わ
り
守

る
こ
と
が
森
林
組
合
の
使
命
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
旭
川
市
、
比
布

町
、
東
神
楽
町
及
び
各
関
係
機
関

の
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
、
組

合
員
様
に
ご
納
得
頂
け
る
よ
う
に

事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

現
在
、
主
伐
期
に
達
し
た
人
工

林
の
皆
伐
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

補
助
事
業
全
体
で
植
林
・
下
刈
り

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
利
用
間
伐
は
各
事
業
の
調
整

を
図
り
推
進
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
労
働
者
が
安
全
、
安

心
に
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

熊
、
熱
中
症
、
マ
ダ
ニ
感
染
に
も

注
意
を
は
ら
い
、
災
害
ゼ
ロ
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続

代
表
理
事
組
合
長
　
明
田
　
教
義

　

令
和
8
年
2
月
26
日
午
後
１
時

30
分
よ
り
旭
川
市
民
文
化
会
館
に

お
い
て
、
第
55
回
通
常
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

総
代
定
数
２
１
０
名
の
う
ち
、
本

人
出
席
78
名
、
委
任
代
理
人
出
席
16

名
、
書
面
決
議
88
名
、
合
計
１
８
２

名
の
出
席
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
比
布
地
区
の
牧
野
勝
頼

総
代
を
選
出
し
、
提
出
議
案
10
件

が
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
を
頂

き
ま
し
た
。

　

明
田
組
合
長
は
次
の
と
お
り
挨

拶
致
し
ま
し
た
。
令
和
7
年
度
は

円
安
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

で
資
材
価
格
の
上
昇
を
招
き
、
林

業
・
木
材
業
界
も
採
算
性
の
悪
化

や
先
行
き
不
安
が
重
な
り
、
対
応

に
苦
慮
し
た
一
年
で
し
た
。

　

こ
の
様
な
中
、
当
組
合
の
森
林

整
備
予
算
は
前
年
比
１
０
４
％
と

確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
部
門
は
、
森
林
資
源

第第
5555
回
通
常
総
代
会
を
終
了

回
通
常
総
代
会
を
終
了

き
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

明田組合長
開会挨拶

議　長
牧野　勝頼　様総代会風景総代会風景
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来賓挨拶
旭川市農林整備課 主幹

今野　智文 様

来賓挨拶
旭川市議会林活議連会長

中野　寛幸 様

来賓挨拶
上川南部森林室長

齊藤　智裕 様

来賓挨拶
東神楽町長
山本　進 様

来賓挨拶
衆議院議員
東　国幹 様

来賓挨拶
比布町長

村中　一徳 様

の
循
環
利
用
の
確
立
と
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
地
域

の
担
い
手
と
し
て
、
各
森
林
整
備

を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
特
に

皆
伐
希
望
の
森
林
所
有
者
が
多
く
、

森
林
経
営
計
画
を
基
本
に
「
伐
っ

た
ら
植
え
る
」
を
森
林
所
有
者
の

皆
様
に
理
解
頂
き
、
森
林
の
若
返

り
を
図
り
、
造
林
未
済
地
の
解
消

に
努
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

植
林
も
９
割
が
カ
ラ
マ
ツ
に
集
中

し
て
き
た
為
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
使

用
し
植
付
け
繁
忙
期
の
分
散
に
取

組
み
ま
し
た
。
森
林
整
備
の
取
扱

実
績
は
、
市
町
有
林
の
受
注
分
を

含
め
３
９
４
ha
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

委
託
事
業
は
、
旭
川
市
の
と
み

は
ら
自
然
の
森
施
設
管
理
業
務
、

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
業
務
、
林
政
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
、
比
布
町
の
ス

キ
ー
場
草
刈
業
務
を
受
注
し
事
業

確
保
に
努
め
ま
し
た
。　

　

販
売
部
門
は
、
梱
包
材
、
パ
レ

ッ
ト
材
な
ど
製
品
の
荷
動
き
が
悪

い
状
況
で
し
た
が
、
道
森
連
を
は

じ
め
取
引
先
と
事
前
に
打
合
せ
を

し
な
が
ら
、
木
材
需
要
の
求
め
に

応
じ
て
皆
伐
を
進
め
、
林
産
事
業

は
前
年
比
１
３
６
％
の
取
扱
い
と

な
り
ま
し
た
。

　

指
導
部
門
は
、
令
和
６
年
度
か

ら
賦
課
金
を
廃
止
し
ま
し
た
が
、

広
報
誌
「
旭
川
の
森
林
」
は
継
続

し
て
発
行
し
、
組
合
員
へ
の
情
報

発
信
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

森
林
環
境
教
育
と
し
て
、
一
般

市
民
を
対
象
に
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
講
習
会
、
き
の
こ
講
習
会

に
つ
い
て
は
午
前
と
午
後
に
開
催

し
、
森
林
の
魅
力
や
木
材
利
用
の

楽
し
さ
を
お
伝
え
致
し
ま
し
た
。

　

造
林
地
の
測
量
や
森
林
調
査
の

省
力
化
、
軽
労
化
、
効
率
化
を
図

る
た
め
、
森
林
G
I
S
、
測
量
器
、

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を
補
助
制
度

に
よ
り
更
新
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
基
本
ソ
フ
ト
の
サ
ポ
ー
ト
終
了

に
伴
い
、
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
入

替
と
組
合
員
管
理
、
財
務
会
計
シ

ス
テ
ム
も
更
新
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
度
の
事
業
実
績
は
、

事
業
総
収
益
3
億
５
，
４
３
４
万

円
、
当
期
剰
余
金
６
７
０
万
円
、

前
期
繰
越
剰
余
金
を
合
せ
当
期
未

処
分
剰
余
金
８
９
２
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
8
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
、
政
府
は
令
和
8
年
度
予
算

案
を
閣
議
決
定
し
、
今
年
度
の
森

林
整
備
予
算
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

じ
水
準
と
な
り
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
森
林
整
備
予
算
で
配
分
さ
れ
た

補
助
金
を
有
効
か
つ
適
正
に
活
用

し
て
参
り
ま
す
。

　

森
林
整
備
部
門
は
、
気
象
災
害

に
よ
る
被
害
地
造
林
に
も
取
組
み
、

森
林
整
備
全
体
で
３
８
０
ha
の
実

施
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

販
売
部
門
は
、
全
体
的
に
荷
動

き
が
悪
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

系
統
販
売
を
中
心
に
組
合
員
の
原

木
を
少
し
で
も
有
利
に
販
売
で
き

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

林
道
整
備
で
使
用
す
る
ミ
ニ
バ

ッ
ク
ホ
ー
が
導
入
か
ら
20
年
経
ち
、

故
障
や
修
理
が
多
い
た
め
更
新
を

計
画
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
伐
採
跡

地
を
組
合
の
教
育
展
示
林
と
し
て

造
成
す
る
た
め
、
林
地
の
取
得
も

計
画
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
令
和
8
年
度
の
事
業
運

営
に
あ
た
り
、
役
職
員
一
丸
と
な

っ
て
信
頼
さ
れ
る
組
織
運
営
に
努

め
ま
す
と
と
も
に
事
業
の
安
全
に

も
し
っ
か
り
取
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
開
会
挨
拶
し
た
。

　

ご
来
賓
と
し
て
衆
議
院
議
員
東

国
幹
様
、
上
川
総
合
振
興
局
上
川

南
部
森
林
室
長 

齊
藤
智
裕
様
、
旭

川
市
農
政
部
農
林
整
備
課
主
幹 

今

野
智
文
様
、
比
布
町
長 

村
中
一
徳

様
、
東
神
楽
町
長 

山
本
進
様
、
旭

川
市
議
会
林
業
活
性
化
推
進
議
員

連
盟
会
長 

中
野
寛
幸
様
を
は
じ
め

多
数
の
方
々
の
ご
出
席
を
頂
き
ま

し
た
。

就任役員紹介就任役員紹介
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議

　案

●
議
案
第
１
号

　
令
和
７
年
度
事
業
報
告
書

及
び
計
算
書
類
（
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
注

記
表
、
附
属
明
細
表
及
び

剰
余
金
処
分
案
）
に
つ
い

て
●
議
案
第
２
号

　
令
和
８
年
度
事
業
計
画
の

設
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
３
号

　
令
和
８
年
度
内
に
お
け
る

借
入
金
の
最
高
限
度
額
決

定
に
つ
い
て

●
議
案
第
４
号

　
令
和
８
年
度
に
お
け
る
一

組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金

の
最
高
限
度
額
の
決
定
に

つ
い
て

●
議
案
第
５
号

　
一
組
合
員
の
負
担
す
る
債
務

に
対
す
る
債
務
保
証
の
最
高

限
度
額
及
び
事
業
年
度
内
に

お
け
る
債
務
保
証
の
最
高
限

度
額
の
決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
６
号

　
余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の

決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
７
号

　
各
種
補
助
金
の
代
理
申
請

に
係
る
事
務
取
扱
手
数
料

率
の
決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
８
号

　
令
和
８
年
度
役
員
報
酬
の

決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
９
号

　
役
員
選
任
に
つ
い
て

●
議
案
第
10
号

　
退
任
役
員
に
対
す
る
慰
労

金
の
支
給
に
つ
い
て
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議

　案

●
議
案
第
１
号

　
令
和
７
年
度
事
業
報
告
書

及
び
計
算
書
類
（
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
注

記
表
、
附
属
明
細
表
及
び

剰
余
金
処
分
案
）
に
つ
い

て
●
議
案
第
２
号

　
令
和
８
年
度
事
業
計
画
の

設
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
３
号

　
令
和
８
年
度
内
に
お
け
る

借
入
金
の
最
高
限
度
額
決

定
に
つ
い
て

●
議
案
第
４
号

　
令
和
８
年
度
に
お
け
る
一

組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金

の
最
高
限
度
額
の
決
定
に

つ
い
て

●
議
案
第
５
号

　
一
組
合
員
の
負
担
す
る
債
務

に
対
す
る
債
務
保
証
の
最
高

限
度
額
及
び
事
業
年
度
内
に

お
け
る
債
務
保
証
の
最
高
限

度
額
の
決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
６
号

　
余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の

決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
７
号

　
各
種
補
助
金
の
代
理
申
請

に
係
る
事
務
取
扱
手
数
料

率
の
決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
８
号

　
令
和
８
年
度
役
員
報
酬
の

決
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
９
号

　
役
員
選
任
に
つ
い
て

●
議
案
第
10
号

　
退
任
役
員
に
対
す
る
慰
労

金
の
支
給
に
つ
い
て

●
運
営
の
基
本
方
針

⑴
組
合
員
に
信
頼
さ
れ
る
組
織
体
制
の
確

立
に
努
め
ま
す
。　

⑵
森
林
経
営
計
画
を
基
本
に
、
伐
採
後
の

再
造
林
を
着
実
に
進
め
造
林
未
済
地
の

解
消
と
森
林
資
源
の
保
続
に
努
め
ま
す
。

⑶
森
林
整
備
の
推
進
に
あ
た
り
旭
川
市
、

比
布
町
、
東
神
楽
町
に
行
政
支
援
を
要

請
し
、
所
有
者
負
担
の
違
い
が
生
じ
な

い
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

⑷
担
い
手
の
育
成
・
人
材
確
保
に
向
け
、

導
入
し
た
林
業
機
械
で
直
営
に
よ
る
皆

伐
事
業
を
行
い
通
年
雇
用
に
取
組
み
ま

す
。

⑸
き
の
こ
栽
培
講
習
会
や
リ
ー
ス
作
り
の

開
催
、
薪
、
き
の
こ
資
材
の
取
扱
を
通

じ
、
森
林
の
魅
力
や
木
材
利
用
の
重
要

性
を
一
般
市
民
に
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

⑹
労
働
安
全
衛
生
に
係
る
様
々
な
取
組
や

対
策
を
と
る
と
と
も
に
、
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
災
害
ゼ
ロ
・
安
全
第

一
の
職
場
環
境
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
指
導
部
門

⑴
森
林
組
合
系
統
運
動
「JForest

ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」
の
実
践

⑵
造
林
、
除
間
伐
、
下
刈
、
路
網
整
備
等

の
企
画
推
進
及
び
指
導

⑶
木
育
活
動
（
マ
イ
箸
作
り
、
キ
ッ
ズ
講

座
、
き
の
こ
栽
培
講
習
会
、
リ
ー
ス
作

り
、
そ
の
他
）

⑷
森
林
認
証
の
普
及

⑸
山
火
事
予
消
防
と
不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
⑹
組
合
員
へ
の
情
報
発
信
（
広
報
誌
の
発

行
、
森
林
施
業
現
地
検
討
会
、
懇
談
会
） 

●
販
売
部
門

⑴
集
約
化
に
よ
る
素
材
生
産
コ
ス
ト
の
軽

減
を
図
り
、
組
合
員
へ
の
利
益
還
元
に

努
め
る

⑵
系
統
販
売
力
の
強
化
と
経
費
の
削
減
に

努
め
る

⑶
原
木
流
通
の
状
況
を
見
極
め
、
森
林
所

有
者
の
意
向
に
応
え
ら
れ
る
様
、
人
工

林
の
皆
伐
を
推
進

⑷
薪
の
販
売
、
特
用
林
産
物
の
販
売

●
森
林
整
備
部
門

・
森
林
整
備
事
業

⑴
森
林
経
営
計
画
を
基
本
に
行
政
支
援
の

違
い
が
生
じ
な
い
造
林
・
下
刈
・
枝
打

ち
・
除
間
伐
事
業
の
実
施

　
［
森
林
整
備
計
画
］

　

植
林　
　
　
　

57
・
73　
ha

　　　　
被
害
地
造
林　

19
・
59　
ha

　

下
刈　
　

２
３
１
・
20　
ha

　

除
伐　
　
　
　

６
・
28　
ha 

　

利
用
間
伐　
　

55
・
26　
ha

　

皆
伐　
　
　
　

58
・
00　
ha

⑵
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
林
業

の
取
組

⑶
民
間
事
業
体
と
連
携
を
図
り
、
効
率
的

な
森
林
施
業
に
努
め
る

⑷
搬
出
間
伐
・
下
刈
・
植
林
の
森
林
整
備

は
所
有
者
負
担
を
願
い
、
森
林
整
備
の

推
進
に
努
め
る

⑸
主
伐
地
に
対
す
る
確
実
な
再
造
林
を
行

い
、
造
林
未
済
地
の
解
消
に
努
め
る

⑹
労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
講
習
会
、
研

修
会
、
安
全
大
会
を
開
催
し
災
害
ゼ
ロ

に
努
め
る

・
利
用
事
業

⑴
林
道
等
整
備
事
業
を
旭
川
市
と
比
布
町

で
取
組
む

⑵
請
負
事
業
の
ほ
か
入
札
へ
積
極
的
に
参

加
し
、
事
業
量
の
確
保
を
図
る

⑶
森
林
保
険
の
加
入
推
進
と
災
害
時
に
於

け
る
被
害
調
査
、
申
請
事
務

・
購
買
事
業

⑴
造
林
用
山
行
苗
木
、
緑
化
木
、
果
樹
苗

木
の
斡
旋

⑵
野
鼠
駆
除
剤
の
斡
旋

⑶
き
の
こ
栽
培
資
材
の
斡
旋
（
原
木
、
ほ

だ
木
、
各
種
菌
）

⑷
暖
房
器
具
の
斡
旋

・
林
地
供
給
事
業

⑴
林
地
流
動
化
情
報
の
収
集
、
林
地
斡
旋
、

売
買

⑵
森
林
経
営
計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
確
実
で
あ
る
組
合
員
へ
の
斡
旋

・
金
融
事
業

⑴
林
業
改
善
資
金
及
び
日
本
政
策
公
庫
資

金
の
取
扱
い
事
務

●
そ
の
他

⑴
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
実
現
の
た
め
、

組
織
及
び
経
営
の
体
制
強
化
を
図
る

⑵
組
合
所
有
林
（
教
育
展
示
林
）
の
取
得

等
に
つ
い
て

⑶
森
林
環
境
税
の
活
用
方
法
の
検
討

⑷
高
校
生
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就

業
体
験
）
の
受
入

●
固
定
資
産
取
得
計
画

⑴
ミ
ニ
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
（
林
道
整
備
）

１
，
０
０
０
万
円

⑵
林
地
（
教
育
展
示
林
）  　

 

50
・
２
万
円

部
門
別
の
取
組
概
要

令
和
８
年
度

リース作り（組合事務所）

直営による造材作業（東旭川町瑞穂）

安全パトロール（直営植付現場）
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令
和
8
年
旭
川
市
森
林
組
合
の
森
林

整
備
予
算
は
前
年
実
績
比
１
０
８
％
の

配
分
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
植

林
、
下
刈
等
を
実
施
す
る
直
営
作
業
員

は
11
名
体
制
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

系
統
全
体
で
「
伐
っ
た
ら
植
え
る
」

を
組
合
の
使
命
と
し
て
お
り
、
皆
伐
と

植
林
を
セ
ッ
ト
で
計
画
的
に
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
造
林
予
算

の
関
係
上
２
～
３
年
お
待
ち
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
植
林

　

今
年
度
は
植
林
57　
ha
、
被
害
地
造
林

19　
ha
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
補
助
事
業

に
よ
る
植
林
の
所
有
者
負
担
は
ha
あ
た

り
上
限
7
万
円
で
す
。
但
し
、
組
合
が

関
与
し
な
い
皆
伐
後
の
植
林
は
全
額
負

■
そ
の
他

　

除
伐
、
保
育
間
伐
、
枝
打
ち
は
所
有

者
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
事
業
に
つ
い
て
の
注
意
点

［
注
意
１
］
補
助
金
を
活
用
し
て
森

林
の
手
入
れ
を
す
る
に
は
、
組
合
員

の
皆
様
と
森
林
組
合
が
森
林
経
営
委

託
契
約
を
締
結
し
、
森
林
経
営
計
画

が
樹
立
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

［
注
意
２
］
補
助
金
を
活
用
し
て
森

林
整
備
（
間
伐
、
植
栽
、
下
刈
等
の

保
育
）
を
実
施
し
た
山
林
は
、
実
施

し
た
次
の
年
か
ら
５
年
間
は
、
森
林

以
外
へ
の
転
用
や
全
面
伐
採
を
行
う

と
補
助
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
　
森
林
整
備
事
業
の
実
施

担
と
な
り
ま
す
。
被
害
地
造
林
は
所
有

者
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
下
刈

　

下
刈
は
２
３
１
ha
計
画
し
現
場
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
所
有
者
と
の
合

意
の
下
で
6
～
8
月
中
旬
ま
で
作
業
を

実
施
し
ま
す
。
所
有
者
負
担
は
、
ha
あ

た
り
５
～
10
千
円
で
す
。

■
利
用
間
伐

　

山
林
の
状
況
に
応
じ
定
性
間
伐
と
列

状
間
伐
に
よ
る
間
伐
を
55　
ha
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
利
用
間
伐
は
所
有
者
負

担
が
あ
り
ま
す
が
、
間
伐
材
の
販
売
代

金
か
ら
所
有
者
負
担
を
頂
き
ま
す
の

で
、
実
際
の
持
ち
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

尚
、
令
和
7
年
の
間
伐
素
材
代
の
還
元

金
は
69
～
２
７
５
千
円
／
ha
の
幅
が
あ

り
平
均
で
１
８
２
千
円
／
ha
で
す
。

と
み
は
ら
自
然
の
森

　

5
月
4
日
よ
り
「
旭
川
市
と
み
は
ら

自
然
の
森
」
の
施
設
管
理
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

と
み
は
ら
自
然
の
森
は
旭
川
市
内
江

丹
別
（
中
心
部
か
ら
車
で
約
40
分
）
に

あ
る
森
林
と
林
業
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

森
の
散
策
路
は
約
2
・
5
km
あ
り
、
森

林
全
体
を
歩
く
と
2
時
間
ほ
ど
か
か
り

ま
す
。
今
年
も
祝
日
を
除
く
水
曜
日
が

閉
園
日
で
す
。

開
園
期
間
５
月
５
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　
　
10
月
25
日
（
日
）
ま
で

開
園
時
間
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　
午
後
３
時
ま
で

閉
園
日
祝
日
を
除
く
水
曜
日

令　
和

８
年
度

下刈作業

作業員の皆さん

交代で施設を管理される皆さん

植付作業
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4
月
7
日
組
合
事
務
所
で
、
午

前
・
午
後
に
わ
た
り
、
初
心
者
向

け
き
の
こ
原
木
栽
培
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
組
合
職
員
が
講
師

と
な
り
、
榾
木
の
管
理
方
法
に
つ

い
て
座
学
を
行
っ
た
後
、
原
木
を

使
っ
て
駒
打
ち
を
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
楽
し
ん
で
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

植
菌
し
た
ミ
ズ
ナ
ラ
と
シ
ラ
カ

バ
の
木
を
各
１
本
持
ち
帰
り
出
来

る
と
あ
っ
て
、
募
集
時
は
す
ぐ
定

員
（
各
20
名
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

4
月
17
日
組
合
会
議
室
に
お
い

て
組
合
作
業
員
、
職
員
、
協
力
事

業
体
（
12
社
）
の
総
勢
48
名
が
参

加
し
て
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
は
林
材
業
労
災
防
止
協

会
北
海
道
支
部
の
安
全
指
導
員
・

横
石
幸
雄
様
を
迎
え
、
令
和
８
年

度
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
な
に
か
違

う
見
逃
す
な
、
そ
の
感
覚
ミ
ス
防

止
」
と
題
し
て
過
去
の
災
害
事
例

労
働
安
全
衛
生
講
習
会
を

労
働
安
全
衛
生
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

か
ら
災
害
防
止
策
に
つ
い
て
講
義

頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
マ
ダ
ニ
刺
さ
れ
防
止

策
、
熱
中
症
対
策
、
蜂
刺
さ
れ
防

止
対
策
、
林
野
火
災
注
意
な
ど
に

つ
い
て
も
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
一
人
一
人
が
安
全
意
識

を
持
ち
、
安
全
行
動
に
心
が
け
、

安
全
作
業
を
一
番
に
取
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

講
習
会
開
催
前
に
、
須
藤
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
講
師
と
な
り
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
と
森
林
認
証
制
度
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
８
年
度 

林
材
業
労
働
安
全
標
語　
「
決
め
ら
れ
た
　
手
順
遵
守
で
　
無
災
害
」

き
の
こ
栽
培
講
習
会
を

き
の
こ
栽
培
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

労働安全講習会

コンプライアンス研修

きのこ講習会

　

令
和
8
年
5
月
25
～
26
日
の
2

日
間
、
北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り

専
門
学
院
生
か
ら
外
部
講
師
の
依

頼
を
受
け
、
当
職
員
が
現
地
で
１

年
生
18
名
に
植
付
け
の
指
導
を
致

し
ま
し
た
。
場
所
は
東
旭
川
の
旭

川
市
有
林
で
す
。
0
・
84　
ha
１
，

６
８
０
本
の
カ
ラ
マ
ツ
植
林
で
す
。

　

２
年
間
の
学
習
に
臨
み
、
様
々

な
林
業
関
係
の
企
業
、
団
体
に
就

職
さ
れ
、
北
海
道
の
森
林
で
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

北
の
森
学
院
生
に

北
の
森
学
院
生
に

植
付
の
指
導

植
付
の
指
導

北の森学院生に植付指導（旭川市有林）
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　総
代
会
の
席
上
に
お
い
て
、
明
田
組
合
長
よ
り
永
年
勤
続
者
に
対
し
、
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
永
年
に
わ
た
る
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
当
日
欠
席
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
、
組
合

長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　■
総
代
10
期
勤
続
表
彰
者

・
西
神
楽
地
区

　小
畑

　忠
義 

様

・
西
神
楽
地
区

　勝
原

　一
誠 

様

・
西
神
楽
地
区

　水
嶋

　
　豊 

様

永
年
勤
続
者
表
彰

■
作
業
班
員
勤
続
者
表
彰

・
10
年
勤
続

　山
本
健
太
郎 

様

左から明田組合長、水口克子さん左から明田組合長、山本健太郎さん

・
東
旭
川
地
区

　大
津

　輝
雄 

様

・
東
旭
川
地
区

　水
口

　克
子 

様

・
東
旭
川
地
区

　宮
本

　
　勝 

様

伐採造林届出制度の対象フローチャート

森林の立木の伐採を行う場合

保安林等に指定されているか 保安林関係手続が必要

地域森林計画の対象民有林か

1ha超（※1）の
土地の形質変更（※2）に該当するか

届出の適用除外に該当するか

伐採造林届出制度の対象

太陽光発電設備の場合は、0.5ha超
土石等の採掘、宅地の造成、土砂捨てその
他物件の堆積、建築物等の新築・増築など

※1
※2

※下記は一例です。不明な場合は市町村へ
　ご確認下さい。
　・小規模な危険木、支障木の伐採
　・森林経営計画で伐採する場合(事後届出が必要)

詳細は、都道府県林務部局にご相談下さい。

森林を伐採する日の90日から30日前までに管轄の市町村に提出が必要です。

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

届出不要
いいえ

届出不要
はい

林地開発許可が必要
詳細は、都道府県林務部局にご相談下さい。

はい

林
地
開
発
許
可
制
度
と
は

■
許
可
が
必
要
な
場
合
？

　

保
安
林
以
外
の
民
有
林
で
、
１

ha
（
１
０
，
０
０
０
㎡
）
を
超
え

る
開
発
（
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
す
る
場
合
は
、
０・
５
ha
を
超

え
る
開
発
）
を
行
う
場
合
は
、
事

前
に
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

尚
、
面
積
が
１
ha
未
満
の
場
合

で
も
、
複
数
回
の
開
発
行
為
を
行

う
こ
と
で
、
最
終
的
に
全
体
の
面

積
が
１
ha
を
超
え
る
場
合
は
、
知

事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

※
太
陽
光
発
電
に
関
し
て
は
、
令

和
５
年
４
月
か
ら
基
準
が
変
わ
り

ま
し
た
。

■
対
象
森
林
は
？

　

対
象
と
な
る
「
森
林
」
は
、
国

有
林
と
保
安
林
以
外
の
地
域
森
林

計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林

で
す
。

■
面
積
が
１
ha
以
下
の
開
発
行
為

は
？

　

森
林
を
伐
採
す
る
日
の
90
日
か

ら
30
日
前
ま
で
に
管
轄
市
町
村
に

「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
許
可
を
受
け
ず
に
開
発
行
為
を

行
っ
た
場
合
は
？

　

森
林
法
に
基
づ
き
監
督
処
分
や

罰
則
が
科
さ
れ
ま
す
。

　
森
林
所
有
者
が
森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
、
事
前
に
届
出
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
、
北
海
道
内
の
民
有
地
２
か
所
で
違
法
な
開
発
行
為

が
発
覚
し
ま
し
た
。
森
林
法
に
基
づ
く
林
地
開
発
許
可
を
得
ず
に
、
違

法
に
森
林
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
案
を
踏
ま
え
、
北
海
道
は
違
法
な
開
発
行
為
の
抑
止
に

向
け
取
組
を
強
化
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
「
林
地
開
発
許
可
制
度
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
大
ま
か
な

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

 
違
法
な
森
林
開
発
の
防
止
に
つ
い
て
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　総
代
会
の
席
上
に
お
い
て
、
明
田
組
合
長
よ
り
永
年
勤
続
者
に
対
し
、
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
永
年
に
わ
た
る
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
当
日
欠
席
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
、
組
合

長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　■
総
代
10
期
勤
続
表
彰
者

・
西
神
楽
地
区

　小
畑

　忠
義 

様

・
西
神
楽
地
区

　勝
原

　一
誠 

様

・
西
神
楽
地
区

　水
嶋

　
　豊 
様

永
年
勤
続
者
表
彰

■
作
業
班
員
勤
続
者
表
彰

・
10
年
勤
続

　山
本
健
太
郎 

様

左から明田組合長、水口克子さん左から明田組合長、山本健太郎さん

・
東
旭
川
地
区

　大
津

　輝
雄 

様

・
東
旭
川
地
区

　水
口

　克
子 

様

・
東
旭
川
地
区

　宮
本

　
　勝 

様

お知らせしていますが、令和 6年度から賦課金を廃止しています。
なお、令和 5年度までの分で、まだ未納の方は、納付をお願い致します。

賦課金は廃止しています

　

今
年
も
各
地
で
ヒ
グ
マ
に
よ
る

人
身
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
山
菜
採
り

等
で
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ヒ

グ
マ
に
出
会
わ
な
い
事
が
最
も
重

要
で
す
。

  

ク
マ
に

ク
マ
に

    

ご
注
意
下
さ
い

ご
注
意
下
さ
い

■
注
意
す
べ
き
事
項

①
鈴
や
笛
な
ど
音
の
出
る
も
の

で
自
分
の
存
在
を
ク
マ
に
知

ら
せ
る

②
早
朝
、
夕
方
は
注
意
し
て
下

さ
い
（
ク
マ
の
行
動
が
活
発

で
す
）

③
単
独
行
動
は
避
け
て
下
さ
い

　

■
も
し
も
ク
マ
に
遭
遇
し
た
ら

①
落
ち
着
い
て
、
ク
マ
に
背
を

向
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
後
退
し

て
下
さ
い

②
ク
マ
を
驚
か
す
の
で
、
大
声

を
出
し
た
り
、
走
っ
て
逃
げ

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
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地
区
別
事
業
推
進
会
議
の
質
疑
応
答

４
月
８
～
10
日
に
亘
り
各
地
区
で
開
催
し
た

地
区
別
懇
談
会
の
主
な
質
疑
と
そ
の
回
答
で
す
。

問
　
補
助
金
を
利
用
し
て
保
安
林
の

間
伐
を
し
て
頂
き
た
い
。 

答
　

間
伐
の
補
助
金
が
減
り
、
事
業

自
体
も
減
少
し
て
い
る
。
保
安
林
は
伐

採
制
限
な
ど
が
厳
し
く
、
他
の
間
伐
と

集
約
で
き
れ
ば
と
思
う
。

問
　
職
員
の
数
が
減
っ
て
い
る
が
、

人
数
は
増
や
さ
な
い
の
で
す
か
。

答
　

今
す
ぐ
で
は
な
い
が
、
将
来
的

に
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問
　
ha
当
た
り
の
植
林
の
所
有
者
負

担
は
い
く
ら
で
す
か
。

答
　

ha
当
た
り
７
万
円
で
す
。

問
　
東
神
楽
の
ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
は
。

答
　

東
神
楽
町
は
、
令
和
７
年
度
は

山
林
で
約
40
頭
、
農
家
で
約
１
０
０
頭

捕
獲
し
て
い
る
。

問
　
最
近
、
山
林
火
災
が
多
い
が
、

森
林
保
険
の
加
入
率
は
。

答
　

全
体
の
約
10
％
。
山
に
お
金
を

か
け
る
人
が
少
な
い
で
す
。

採
を
防
ぐ
た
め
、
木
材
に
付
加
価
値
を

付
け
る
世
界
中
で
広
ま
っ
た
政
策
。
組

合
は
国
内
の
S
G
E
C
認
証
に
加
入
。

木
を
伐
っ
て
製
材
す
る
ま
で
の
情
報
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
認
知
さ

れ
て
い
な
い
の
で
広
め
て
い
き
た
い
。

問
　
木
を
伐
っ
て
も
林
道
整
備
に
お

金
が
か
か
り
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
は
不

公
平
。
昔
は
木
が
倒
れ
停
電
し
た
こ
と

が
あ
り
、
皆
が
集
ま
っ
て
片
付
け
し
た

事
が
あ
っ
た
。
今
は
そ
れ
が
出
来
な
い

の
で
、
ど
う
に
か
林
道
整
備
を
し
て
ほ

し
い
。
10
号
沢
は
雪
で
木
が
倒
れ
電
線

が
切
れ
て
し
ま
い
停
電
も
し
た
の
で
対

応
し
て
ほ
し
い
。

答
　

こ
こ
で
は
解
決
で
き
な
い
の
で

問
題
提
起
と
し
て
伺
い
、
市
や
町
、
北

海
道
に
相
談
し
ま
す
。

問
　

苗
木
の
取
扱
金
額
は
２
，

２
５
４
万
円
も
か
か
る
の
で
す
か
。

答
　

77　
ha
の
植
付
け
に
沢
山
の
本
数

が
必
要
で
、
こ
れ
だ
け
か
か
り
ま
す
。

問
　
旭
川
市
の
ク
マ
は
ど
う
で
す
か
。

答
　

昨
年
の
目
撃
は
過
去
最
高
で
す
。

カ
メ
ラ
、
ヘ
ア
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て

個
体
数
を
把
握
し
た
り
、
罠
を
設
置
し

て
捕
獲
し
て
い
る
。

問
　

森
林
認
証
と
は
何
か
。
自
分

達
の
山
に
直
接
関
係
す
る
の
で
す
か
。

答
　

関
係
し
て
い
ま
す
。
違
法
伐

問
　
林
道
が
自
分
の
山
の
手
前
で
止

ま
っ
て
い
る
の
で
、
木
を
伐
っ
て
も
材

が
出
せ
な
い
と
言
わ
れ
た
。

答
　

個
人
の
山
に
林
道
を
つ
け
る

の
は
、
事
業
費
が
高
く
個
人
負
担
に
な

る
の
で
、
な
か
な
か
手
が
つ
け
れ
な
い
。

林
道
は
個
人
で
管
理
し
て
も
ら
う
の
が

基
本
に
な
り
ま
す
。

問
　
市
内
山
林
で
ア
ラ
イ
グ
マ
を
見

つ
け
た
ら
罠
を
貸
し
出
し
て
も
ら
え
ま

す
か
。

答
　

農
地
は
旭
川
市
の
農
政
部
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
山
林
は
組
合
に

連
絡
下
さ
い
。

問
　
除
伐
と
根
踏
み
に
つ
い
て
教
え

て
頂
き
た
い
。

答
　

根
踏
み
は
秋
に
植
え
た
苗
木
が

越
冬
す
る
と
根
元
が
ゆ
る
む
の
で
、
枯東神楽地区

東旭川地区

西神楽地区
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■当日8時30分～9時00分までに連絡いただければ、当日伺うことができま
すが、遅れた場合、翌日以降の回収となる場合があります。

旭川市のアライグマ捕獲業務旭川市のアライグマ捕獲業務 アライグマが箱罠に掛かった方へ

●１日１回、箱罠の確認をお願いします。餌がない場合には補充をお願いします。
●アライグマの情報（目撃・痕跡・被害）をお寄せください。 アライグマ捕獲業務打合せ

お願い

旭川市森林組合 080-6083-2355
■土日休日はアライグマの回収は行いません。
連絡先

❶相続、死亡等により山林
名義の変更をしたとき
（相続の場合は、相続開
始後300日以内です。）

　

❷自宅の住所・連絡先が変更になったと
き各種届出の必要がありますので、組合
事務所までお問い合せくださいますよう
お願い致します。

※各種届出用紙は、ホームページからもダウンロードできます。

組合員各種届出のお願い

林地供給事業とは、規定に基づき林地を譲渡（売買）した場合に、その
譲渡人に対し税法上の恩恵として、譲渡所得から８００万円が特別控除
されますので、売買を希望する方は是非組合にご相談下さい。

［立入り調査内容］
⑴森林整備等の実態調査
⑵除・間伐予定地の実態調査
⑶林道、歩道、作業道予定地の実態調査
⑷未立木地の調査など
調査のために関係職員が随時立入
調査を実施しておりますのでご協力
下さい。よろしくお願い致します。

組合員所有地の森林に森林組
合関係職員が森林施業等の
調査のために、立入り致しま
すのでご承知置き下さい。

山林の売買は林地供給事業で山林の売買は林地供給事業で

森林調査等のために
森林に立入ります

損
を
防
ぐ
た
め
春
に
踏
み
直
す
作
業
で

す
。
除
伐
は
侵
入
木
と
不
良
木
を
伐
っ

て
光
を
当
た
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

問
　
去
年
の
雪
で
林
道
や
林
内
に
木

が
倒
れ
た
の
で
伐
っ
て
ほ
し
い
。

答
　

雪
が
解
け
林
道
に
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
片
付
け
ま

す
。
林
内
に
倒
れ
て
い
る
も
の
は
被
害

の
部
分
を
新
し
く
植
え
る
か
、
天
然
更

新
す
る
か
色
々
な
方
法
を
所
有
者
と
個

別
に
相
談
し
て
い
き
た
い
。

問
　
雪
害
は
森
林
保
険
の
対
象
に
な

り
ま
す
か
。

答
　

気
象
災
は
基
本
的
に
対
象
に
な

り
ま
す
。

問
　
組
合
長
は
現
場
に
何
回
行
き
ま

し
た
か
。

答
　

昨
年
10
月
に
就
任
し
て
か
ら
４

回
現
場
に
行
き
ま
し
た
。

問
　
現
場
で
ク
マ
対
策
は
し
て
い
る

の
で
す
か
。
作
業
中
に
出
て
く
る
の
で

す
か
。
旭
川
市
に
ク
マ
が
ど
れ
位
い
る

の
で
す
か
。

答
　

去
年
か
ら
熊
ス
プ
レ
ー
を
配
布

し
て
い
る
。
作
業
中
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

３
年
間
で
46
頭
確
認
。
写
真
に
写
る
だ

け
で
も
倍
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

問
　
シ
カ
に
畑
や
木
が
荒
ら
さ
れ
て

い
る
。
対
策
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

山
林
で
は
シ
カ
の
被
害
額
が
出

て
い
な
い
が
、
あ
ま
り
に
被
害
が
出
る

よ
う
で
あ
れ
ば
行
政
に
相
談
し
対
策
し

た
い
。

問
　
総
代
を
選
ぶ
の
が
大
変
な
ら
総

代
制
で
は
な
く
、
総
会
制
の
考
え
方
に

変
え
る
時
期
で
は
な
い
か
。

答
　

総
会
制
に
す
る
と
何
人
出
席
す

る
か
わ
か
ら
な
い
。
総
代
の
数
を
減
ら

せ
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
理
事
の
定
数
に
つ
い
て
、
次
の

改
選
期
に
変
え
る
よ
う
検
討
頂
き
た
い
。

答
　

理
事
会
で
の
話
し
合
い
を
よ
り

活
発
に
し
て
頂
く
た
め
理
事
者
で
役
員

定
数
に
つ
い
て
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
色
々
と
話
を
し
て
検
討
し
ま
す
。

比布地区
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去
る
２
月
26
日
開
催
の
総
代
会
に
お
い
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
理
事
12
名
、
監
事
２
名
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
理
事
会
、
監
事
会
で
代
表
理
事
組
合
長
に
明
田
教
義
氏
、
副
組
合
長
２
名

に
久
保
宣
夫
氏
、
木
村
清
志
氏
、
代
表
監
事
に
髙
倉
忠
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
員
皆
様
の
負
託
に
応
え
信
頼
さ
れ
る
組
合
と
し
て
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理　事
定岡　秀樹

（選任区　5区）　再任

副組合長理事
木村　清志

（選任区　2区）　昇任

副組合長理事
久保　宣夫

（選任区　6区）　再任

代表理事組合長
明田　教義

（選任区　5区）　再任

理　事
安田　　隆

（選任区　2区）　再任

理　事
安孫子　順一
（選任区　4区）　再任

理　事
髙畑　義孝

（選任区　3区）　新任

理　事
飯田　賢治

（選任区　6区）　再任

理　事
武石　正志

（選任区　1区）　再任

理　事
大杉　貴之

（選任区　1区）　再任

理　事
加藤　正美

（選任区　4区）　新任

理　事
島田　憲和

（選任区　3区）　再任

監　事
日下　猛文

（選任区　1区）　再任

代表監事
髙倉　　忠

（選任区　3区）　再任

前代表理事組合長
木津　　勝

（選任区　3区）4期10年7ヶ月

　平成２７年３月から理事として、更に令和３年３月から
代表理事組合長として、のべ４期１０年７ヵ月に亘り事業
運営に参画できましたこと思い出多い経験になりました。
組合員各位のご理解ご協力を頂きましたこと心からお礼申
し上げますとともに、組合員のご繁栄と組合のご発展を祈
願し退任のご挨拶と致します。

退 任 役 員 挨 拶退 任 役 員 挨 拶

旭
川
市
森
林
組
合
役
員
紹
介

完全週休２日制に移行しています。
●業務時間：
　◎夏季時間（５月１日～11月30日）　８：００　～　１７：００
　◎冬季時間（12月１日～４月30日）　８：３０　～　１７：００
●休　　日：土曜日、日曜日、祝祭日、お盆、年末年始

組合の

業務時間
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名　　　　称

設　　　　立

所 在 地

代 表 電 話

Ｆａｘ 番 号

代 表 者 名

従 業 員 数

組 合 員 数

森林所有面積

出 資 金

事 業 区 域

email:asahikawa@a-sinrin.com

URL:http://www.a-sinrin.com

旭川市森林組合

昭和45年3月26日

北海道旭川市

工業団地3条1丁目2番15号

0166-36-4268

0166-36-4290

代表理事組合長　明田　教義

29名

1,264人

10,783.00ｈａ

91,101千円

旭川市・比布町・東神楽町の区域

　永
年
組
合
の
事
業
推
進
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
元
）
役

　員

　
　藤

　原

　
　
　悟

　
　令
和
七
年

　八
月

　
　十
日

（
元
）
役

　員

　
　菱

　沼

　忠

　雄

　
　令
和
八
年

　五
月

　十
一
日

（
前
）
総

　代

　
　岩

　崎

　甲
子
雄

　
　令
和
七
年

　四
月
二
十
三
日

（
前
）
総

　代

　
　上

　野

　裕

　幸

　
　令
和
七
年

　七
月

　
　一
日

（
前
）
総

　代

　
　太

　田

　敏

　雄

　
　令
和
七
年

　八
月

　十
七
日

（
前
）
総

　代

　
　宮

　本

　清

　成

　
　令
和
七
年

　十
月

　
　二
日

（
前
）
総

　代

　
　南

　
　
　孝

　二

　
　令
和
七
年
十
一
月
二
十
六
日

訃

　
　報

目指そう森林新時代
旭川市森林組合の森林づくり十ヶ条

・森林づくりは人づくり
・景観に優れた美しい森林づくり
・適期作業で良質材生産の森林づくり
・生命力に溢れた健康の森林づくり
・未来に引き継ぐ資源の森林づくり
・水を蓄え国土を守る安心の森林づくり
・心を豊かにする文化創造の森林づくり
・地球温暖化を防ぐ緑の森林づくり
・地材地消で経済性豊かな森林づくり
・活力ある組合　信頼の森林づくり

も　り
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